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【学校教育目標】自分の可能性を信じ、新しい時代を心豊かで明るく、たくましく生きる生徒の育成 

  【キーワード】考え動く・・・『考動』                  文責：湊口 

 

 １２月と聞くと、なんだか慌ただしい気持ちになります。学校においては２学期の学期末ですので、

まとめとして様々な活動の振り返りをしなければなりません。何事も「やりっ放し」ではいけません。

できたことともっと努力すべきことを明らかにして、次の目標設定につなげていきます。 

また、３年生にとっては、いよいよ進路実現に向けて本格的に動き出す時になりました。入試を経て

高等学校へ進みます。「１５の春」を笑顔にするために、生徒本人、保護者、学校で連携して進めたいと

思います。 

☆『授業が命』を体現していますか？☆ 
今日の学校教育を取り巻く環境はめざましく変化しています。例えば、タブレットを活用する授業等、

以前は想像できませんでした。「流行と不易」という言葉があります。「流行」として、ＩＣＴの活用と

か複線型とか授業形態が変化しています。しかし実は、根本は「不易」で、『学習者主体の授業』を実践

したいのです。そこで、中島中の生徒に頑張ってほしいことは、「主体的」に授業に参加することです。

中学校の授業時間は５０分間です。この時間をどのように過ごすかです。５０分間しかないのに、授業

態度や個別の注意等で時間を使うのはもったいないことです。さらにより効果的な時間の過ごし方をし

てほしいと思います。先生の問いかけに、「･･･シーン･･･」となるのは、誠にもったいない時間の過ごし

方の極みです。そこで以前聞いたことですが、・・・・。 

研究の一つではありますが、インプット学習とアウトプット学習に７つの学習法を大別し、平均的な

学習定着率（学習内容をどの程度覚えているか）からピラミット形式で序列をつけた【ラーニングピラ

ミット】があります。 

 

【ラーニングピラミット】※参考資料      学習定着率                         

              講 義・・・・・・・・ ５％ インプット学習 

              読 書・・・・・・・・１０％ 

              視聴覚・・・・・・・・２０％  

              デモンストレーション・・・・３０％   

              グループ討論・・・・・５０％  

              自ら体験・・・・・・・７５％  

              他の人に教える・・・・９０％ アウトプット学習 

 

 授業中の先生の問いに自分の考えを答えたり、周囲の友達に説明したりするアウトプット学習では、

まず、自分考えや友達の考えなどをまとめ、整理する作業からはじまり、どのような言葉で伝えるかを

検討します。これは、要約する力や「考える力」の強化につながります。思考力、考える力自体は、自

ら考え判断し行動（「考動」）していけるという「主体性」の中核となる能力です。これからの時代にお

いて、人工知能やＡＩ等との共存が進むこれからの時代において、必須のヒューマンスキルとも言われ

ています。授業の場面で、ぜひ伸ばしてほしい力です。 

 アウトプット学習「他の人に教える」は、教室内だけに限らず、それ以外の場面でも見られる学習の

形です。それは「家族と会話する場面」です。今日学習した内容を家族に教えることがその場合です。

家族との何気ない会話には、子どもたちの学習定着率を高める貴重な学びの場ということができます。 

 最後に、ラーニングピラミットの学習の定着率については、一つの見方でありますが、生徒の自身の

行動を振り返り、自己理解を深めるためにも大切にしていきたいと思います。 
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１学期の学習集会で取り上げた
「エビングハウスの忘却曲線」
によると、２０分後約４０％、
１日経つと約７５％忘れるとの
こと･･･。黙って、聞くだけだと
どうなるのでしょうか･･･。 



☆社会に貢献する☆ 
 ６月２３日の出前授業(講師：ユニクロ七尾店店長松山さん)から始まった、 

『届けよう、服のチカラプロジェクト』が１１月９日に完結しました。プロ 

ジェクトの趣旨を理解し、どのように取り組むかを生徒会の生徒が考え、本 

校生徒や保護者はもちろんのこと、さらに中島小学校や中島保育園にも協力 

を依頼し、回収発送しました。生徒にとって、長期間にわたる学校外の各機 

関と連携しての活動は、簡単なことではなかったと思います。しかし、誰か 

の役に立つ素敵なプロジェクトであること、また、寄せられた服の中に「役 

に立てるのはうれしい」というメッセージを見つけたこと、最終的に８５５枚 

の子供服を集めることができたこと等は、生徒には学校の机に向かうだけで 

は得られない大変学びの多い活動であったと思います。 

些細なことでしたが、「考動」した結果、社会のために貢献できた 

ことをまさに体感することができました。 

 ご協力を頂きました皆様、ありがとうございました。 

☆お知らせ☆ 
１ 中島中学校ＰＴＡ活動について  
（１）七尾市ＰＴＡ連合会（１１月１９日） 

① 令和５年度 七尾市ＰＴＡ連合会功労賞：室木 早紀 様 ・ 丸山 泰子 様 
② 令和５年度 いじめ防止標語コンクール：佳 作 ２年 多賀 彩樹 
③ 令和５年度 研究発表 
  テーマ：「地域とともに歩むＰＴＡ」 
  発表者：ＰＴＡ役員（笹弥さん、高橋さん、瀨戸さん） 

 （２）石川県ＰＴＡ連合会（１１月２５日） 
  ① 優良ＰＴＡ表彰：令和５年度「石川県ＰＴＡ連合会会長表彰」 
  ② 三行詩コンクール入賞 
    中学生の部 佳 作 ３年 谷口 凜 
    一 般 の 部 優秀賞 野口 麻美 様 ・ 本谷 恵美 様 
          佳 作 堂端 裕美 様 
  日頃より、本校ＰＴＡ活動にご協力いただき、ありがとうございます。 
活動の一端を七尾市ＰＴＡ連合会にて発表しました。本校ＰＴＡが抱える今日的な課題について、 
例えば会員数減少の実情に対してどのように取り組んでいるか等を伝えてきました。   

 

２ 教育個別懇談（保護者懇談）について 
  ２学期の通知表は、１２月２２日（金）までに生徒に直接渡しますが、２学期の学校の様子や
家庭での様子で気になること等、学級担任と懇談を希望される方は、下記のとおり教育個別懇談
を実施しますので、別紙にてお申し込みください。 

  □実施日 １２月２５日（月）、２６日（火） １３：３０～１６：３０ 
  

☆『栄光の記録』☆      
 

                 
  

 

 

      

                     

   
 ～親と子のなんでも電話相談室～ 

TEL ０７６７－５２－０７８３ 
受付時間： １３：００～１６：００（月曜～金曜） 
相談内容： 悩んでいること、困っていること 
＊匿名でのお電話で構いません。秘密は守ります。 

～オアシスライン担当～  

 

  市内の小中学校では、イン
フルエンザが流行していま
す。本校は、２年生を中心に
あっという間に感染者が増え
ました。 

生徒会執行部の生徒が
サイズごとに分けて 
梱包し発送しました。 

□第６７回 石川県 児童・生徒科学作品コンクール□ 

         優 良 賞  ２年 宮田 健豊 

□令和５年度  税に関する作品標語□ 

最優秀賞  3年 手崎 友亜 

優 秀 賞  1年 垣内 柚乃、1年 中村 渚、 ３年 前田 咲季 

         佳    作  ３年 瀨戸 美波 


